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AWS でのデプロイオプションの概要
公開日: 2024 年 5 月 31 日 (ドキュメントの改訂)

要約

アマゾン ウェブ サービス (AWS) には、インフラストラクチャのプロビジョニングとアプリケー
ションのデプロイに複数のオプションが用意されています。アプリケーションアーキテクチャがシン
プルな 3 層ウェブアプリケーションであっても、複雑なワークロードのセットであっても、AWS は
アプリケーションと組織の要件を満たすためのデプロイサービスを提供します。

このホワイトペーパーは、AWS が提供するさまざまなデプロイサービスの概要を探しているユー
ザーを対象としています。これらのデプロイサービスで使用できる一般的な機能について説明し、ア
プリケーションスタックをデプロイおよび更新するための基本的な戦略を明確にします。
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序章
アプリケーションのデプロイソリューションを設計することは、AWS で適切に設計されたアプリ
ケーションを構築する上で重要な部分です。アプリケーションの性質とそれに必要な基盤となるサー
ビスに基づいて、AWS のサービスを使用して、アプリケーションと組織の両方のニーズに合わせて
調整できる柔軟なデプロイソリューションを作成できます。

増え続ける AWS サービスのカタログは、アプリケーションアーキテクチャを構成するサービスを決
定するプロセスだけでなく、アプリケーションの作成、管理、更新方法を決定するプロセスも複雑に
します。AWS でデプロイソリューションを設計するときは、ソリューションが以下の機能にどのよ
うに対処するかを検討する必要があります。

• プロビジョニング - アプリケーションに必要な raw インフラストラクチャまたはマネージドサー
ビスインフラストラクチャを作成します。

• 設定 - 環境、ランタイム、セキュリティ、可用性、パフォーマンス、ネットワーク、またはその他
のアプリケーション要件に基づいてインフラストラクチャをカスタマイズします。

• デプロイ - インフラストラクチャリソースにアプリケーションコンポーネントをインストールまた
は更新し、以前のアプリケーションバージョンから新しいアプリケーションバージョンへの移行を
管理します。

• スケーリング - ユーザー定義の一連の基準に基づいて、アプリケーションで使用できるリソースの
量をプロアクティブまたはリアクティブに調整します。

• モニタリング - アプリケーションアーキテクチャの一部として起動されるリソースを可視化しま
す。リソースの使用状況、デプロイの成功または失敗、アプリケーションのヘルス、アプリケー
ションログ、設定ドリフトなどを追跡します。

このホワイトペーパーでは、AWS が提供するデプロイサービスについて説明し、あらゆるタイプの
アプリケーションに適したデプロイアーキテクチャを設計するための戦略の概要を示します。
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AWS デプロイサービス
スケーラブルで効率的で費用対効果の高いデプロイソリューションを設計するタスクは、アプリケー
ションバージョンを更新する方法に限定されず、アプリケーションライフサイクル全体を通じてサ
ポートインフラストラクチャを管理する方法も考慮する必要があります。リソースのプロビジョニン
グ、設定管理、アプリケーションのデプロイ、ソフトウェアの更新、モニタリング、アクセスコント
ロール、その他の懸念事項はすべて、デプロイソリューションを設計する際に考慮すべき重要な要素
です。

AWS サービスは、アプリケーションライフサイクルの 1 つ以上の側面の管理機能を提供できます。
必要なコントロールのバランス (リソースの手動管理) と利便性 (リソースの AWS 管理) とアプリ
ケーションの種類に応じて、これらのサービスを単独で使用することも、組み合わせて機能豊富なデ
プロイソリューションを作成することもできます。このセクションでは、組織がより迅速かつ確実に
アプリケーションを構築して配信できるようにするために使用できる AWS サービスの概要を説明し
ます。

AWS CloudFormation
AWS CloudFormation は、YAML または JSON で表されるカスタムテンプレート言語を使用して、
顧客がほぼすべての AWS リソースをプロビジョニングおよび管理できるようにするサービスです。
テンプレートは CloudFormation スタックと呼ばれるグループにインフラストラクチャリソースを作
成し、これらのリソースを完全に制御しながら、アプリケーションの運用に必要なすべてのコンポー
ネントを定義およびカスタマイズできます。テンプレートを使用すると、インフラストラクチャに
バージョン管理を実装したり、インフラストラクチャを迅速かつ確実にレプリケートしたりできま
す。

CloudFormation では、ルートテーブルやサブネット設定などの低レベルコンポーネントから 
CloudFront ディストリビューションなどの高レベルコンポーネントまで、すべてのアプリケーショ
ンインフラストラクチャコンポーネントのプロビジョニングと管理をきめ細かく制御できます。 
CloudFormation は、他の AWS デプロイサービスやサードパーティーツールで一般的に使用され、
より特殊なデプロイサービスと組み合わせて CloudFormation 、インフラストラクチャコンポーネン
トへのアプリケーションコードのデプロイを管理します。

AWS は、CloudFormation サービスの基本機能に加えて、以下の拡張機能を提供しています。

• AWS Cloud Development Kit (AWS CDK) は、TypeScript、JavaScript、Python、Java、または 
C#/ を使用して AWS インフラストラクチャをプログラムでモデル化するオープンソースのソフト
ウェア開発キット (SDK) です。NET。
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• AWS Serverless Application Model (AWS SAM) は、AWS でのサーバーレスアプリケーションの構
築を簡素化するためのオープンソースフレームワークです。関数、API、データベース、イベント
ソースマッピングを表現するための省略構文を提供します。

表 1: AWS CloudFormation デプロイ機能

機能 説明

プロビジョニング CloudFormation は、テンプレートで定義され
ているインフラストラクチャコンポーネントを
自動的に作成および更新します。

CloudFormation テンプレートを使用したイ
ンフラストラクチャの作成の詳細について
は、AWS CloudFormation 「ベストプラクティ 
ス」を参照してください。

構成する CloudFormation テンプレートは、すべてのイ
ンフラストラクチャコンポーネントをカスタマ
イズおよび更新するための広範な柔軟性を提供
します。

テンプレートのカスタマイズの詳細について
は、「テンプレートCloudFormation の構造」
を参照してください。

デプロイ CloudFormation テンプレートを更新して、ス
タック内のリソースを変更します。アプリケー
ションアーキテクチャによっては、インフラス
トラクチャで実行されているアプリケーション
バージョンを更新するために、追加のデプロイ
サービスが必要になる場合があります。

をデプロイソリューションとして使用す 
る方法の詳細については、「 を使用した 
Amazon EC2 でのアプリケーションの AWS 
CloudFormationデプロイ」を参照してくださ
い。 CloudFormation
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機能 説明

スケール CloudFormation はユーザーに代わってインフ
ラストラクチャのスケーリングを自動的に処理
しませんが、 CloudFormation テンプレートで
リソースの自動スケーリングポリシーを設定で
きます。

モニタリング CloudFormation は、テンプレートで定義され
たインフラストラクチャの更新の成功または失
敗をネイティブにモニタリングし、テンプレー
トで定義されたリソースが仕様を満たさない場
合にモニタリングするためのドリフト検出を提
供します。アプリケーションレベルのモニタリ
ングとメトリクスには、追加のモニタリングソ
リューションが必要です。

がインフラストラクチャの更新をモニタリング
する方法の詳細については、「スタックの更新
の進行状況 CloudFormation のモニタリング」
を参照してください。

次の図は、 の一般的なユースケースを示しています CloudFormation。ここでは、シンプルな 3 層
ウェブアプリケーションの作成に必要なすべてのインフラストラクチャコンポーネントを定義す
る CloudFormation テンプレートが作成されます。この例では、 で定義されたブートストラップ
スクリプトを使用してアプリケーションの最新バージョン CloudFormation を Amazon EC2 イン
スタンスにデプロイしていますが、追加のデプロイサービスを と組み合わせることも一般的です 
CloudFormation (インフラストラクチャ管理およびプロビジョニング機能 CloudFormation にのみ使
用）。インフラストラクチャの作成には、複数の CloudFormation テンプレートが使用されます。
この図では、 CloudFormation を使用して、IAM ロール、VPCs、サブネット、ルートテーブル、セ
キュリティグループ、Amazon S3 バケットポリシーを含むすべてのインフラストラクチャコンポー
ネントを作成します。個別の CloudFormation テンプレートを使用して、アプリケーションアーキテ
クチャの各ドメインを構築します。
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AWS CloudFormation ユースケース

AWS Elastic Beanstalk

AWS Elastic Beanstalk は、Java、.NET、.NET Core、PHP、Node.js、Python、Ruby、Go、または 
Docker で開発されたウェブアプリケーションとサービスを、Apache、Nginx、Passenger、IIS など
の使い慣れたサーバーにデプロイおよびスケーリングするためのeasy-to-useサービスです。Elastic 
Beanstalk は完全なアプリケーション管理ソリューションであり、ユーザーに代わってすべてのイン
フラストラクチャとプラットフォームタスクを管理します。

AWS Elastic Beanstalk 6
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Elastic Beanstalk を使用すると、インフラストラクチャを管理する運用上の負担をかけずに、アプリ
ケーションを迅速にデプロイ、管理、スケーリングできます。Elastic Beanstalk は、ウェブアプリ
ケーションの管理の複雑さを軽減し、AWS を初めて使用する組織や、できるだけ早くウェブアプリ
ケーションをデプロイしたい組織に適しています。

デプロイソリューションとして Elastic Beanstalk を使用する場合、ソースコードをアップロードす
るだけで、Elastic Beanstalk はサーバー、データベース、ロードバランサー、ネットワーク、自動ス
ケーリンググループなど、必要なすべてのインフラストラクチャをプロビジョニングして運用しま
す。これらのリソースはユーザーに代わって作成されますが、これらのリソースを完全に制御できる
ため、開発者は必要に応じてカスタマイズできます。Elastic Beanstalk は、HIPAA 適格性の基準と
ともに、ISO、PCI、SOC 1、SOC 2、および SOC 3 のコンプライアンス基準を満たしています。つ
まり、Elastic Beanstalk で実行されているアプリケーションは、規制された財務データまたは保護さ
れた医療情報 (PHI) を処理できます。

表 2: AWS Elastic Beanstalk デプロイ機能

機能 説明

プロビジョニング Elastic Beanstalk は、サポートされているプ
ラットフォームのいずれかで実行されるウェブ
アプリケーションまたはサービスを運用するた 
めに必要なすべてのインフラストラクチャコン
ポーネントを作成します。追加のインフラスト
ラクチャが必要な場合は、Elastic Beanstalk の
外部で作成する必要があります。

Elastic Beanstalk でサポートされているウェブ
アプリケーションプラットフォームの詳細に
ついては、「Elastic Beanstalk プラットフォー
ム」を参照してください。

構成する Elastic Beanstalk には、環境内のリソースをカ
スタマイズするための幅広いオプションが用意
されています。

Elastic Beanstalk によって作成されるリソース
のカスタマイズの詳細については、「Elastic 
Beanstalk 環境の設定」を参照してください。
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https://docs.aws.amazon.com/elasticbeanstalk/latest/dg/concepts-all-platforms.html
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機能 説明

デプロイ Elastic Beanstalk は、アプリケーションのデプ
ロイを自動的に処理し、既存のユーザーに影響
を与えずにアプリケーションの新しいバージョ
ンを実行する環境を作成します。

Elastic Beanstalk を使用したアプリケーショ
ンのデプロイの詳細については、「 への AWS 
Elastic Beanstalkアプリケーションのデプロ
イ」を参照してください。

スケール Elastic Beanstalk は Elastic Load Balancing と 
Auto Scaling を使用して、特定のニーズに基づ
いてアプリケーションを自動的にスケールイン 
およびスケールアウトします。複数のアベイ
ラビリティーゾーンを使用すると、アプリケー
ションの信頼性と可用性を向上させることがで
きます。

Elastic Beanstalk による自動スケーリングの詳
細については、Elastic Beanstalk 環境の Auto 
Scaling グループを参照してください。

モニタリング Elastic Beanstalk は、デプロイの成功/失敗、
環境ヘルス、リソースパフォーマンス、アプリ
ケーションログなどのアプリケーションの組み
込み環境モニタリングを提供します。

Elastic Beanstalk を使用したフルスタックモニ
タリングの詳細については、「環境のモニタリ
ング」を参照してください。

AWS Elastic Beanstalk 8

https://docs.aws.amazon.com/elasticbeanstalk/latest/dg/using-features.deploy-existing-version.html
https://docs.aws.amazon.com/elasticbeanstalk/latest/dg/using-features.deploy-existing-version.html
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https://docs.aws.amazon.com/elasticbeanstalk/latest/dg/using-features.managing.as.html
https://docs.aws.amazon.com/elasticbeanstalk/latest/dg/using-features.managing.as.html
https://docs.aws.amazon.com/elasticbeanstalk/latest/dg/environments-health.html
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機能 説明

Graviton のサポート AWS Graviton arm64 ベースのプロセッサ 
は、Amazon EC2 で実行されているクラウ
ドワークロードに最適な価格のパフォーマン
スを提供します。Elastic Beanstalk の AWS 
Graviton を使用すると、ワークロードの最適化
ニーズを満たす Amazon EC2 インスタンスタ
イプを選択し、同等の x86 ベースのプロセッサ 
よりも価格パフォーマンスを向上させることが
できます。

Elastic Beanstalk を使用すると、ウェブアプリケーションを AWS にすばやくデプロイおよび管理で
きます。次の例は、シンプルなウェブアプリケーションのデプロイに使用される Elastic Beanstalk 
の一般的なユースケースを示しています。すべてのアプリケーションインフラストラクチャ (セキュ
リティグループ、IAM ロール、CloudWatch アラームを含む) は、Elastic Beanstalk によって作成
および管理されます。Amazon EC2 インスタンスは、ランタイム環境とデプロイパッケージで自動
的にプロビジョニングされます。Elastic Beanstalk 環境は、Elastic Beanstalk の外部で作成された 
Amazon Relational Database Service (Amazon RDS) などのリソースと統合できます。

AWS Elastic Beanstalk ユースケース

AWS Elastic Beanstalk 9
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AWS CodeDeploy

AWS CodeDeploy は、Amazon EC2、Amazon Elastic Container Service (Amazon ECS)、AWS 
Lambda、オンプレミスサーバーなどのコンピューティングサービスへのアプリケーションデプロ
イを自動化するフルマネージドデプロイサービスです。組織は CodeDeploy を使用してアプリケー
ションのデプロイを自動化し、デプロイプロセスからエラーが発生しやすい手動操作を削除できま
す。CodeDeploy は、コード、サーバーレス関数、設定ファイルなど、さまざまなアプリケーション
コンテンツで使用できます。

CodeDeploy は、アプリケーション開発者が既存のインフラストラクチャで実行されているソフト
ウェアをデプロイおよび更新するのを支援することに焦点を当てた構成要素サービスとして使用す
ることを目的としています。これはend-to-endのアプリケーション管理ソリューションではなく、
完全な CI/CD パイプラインの一部として、AWS CodeStar、、その他の AWS 開発者ツールAWS 
CodePipeline、サードパーティーサービス (AWS CodeDeploy 製品統合の完全なリストについて
は「製品統合」を参照) などの他の AWS デプロイサービスと組み合わせて使用することを目的とし
ています。 https://aws.amazon.com/products/developer-tools/さらに、CodeDeploy はユーザーに代
わってリソースの作成を管理しません。

表 3: AWS CodeDeploy デプロイ機能

機能 説明

プロビジョニング CodeDeploy は既存のコンピューティングリ
ソースでの使用を目的としており、ユーザー
に代わってリソースを作成することはありませ
ん。CodeDeploy では、アプリケーションコン
テンツをデプロイするために、コンピューティ
ングリソースをデプロイグループと呼ばれるコ
ンストラクトに整理する必要があります。

CodeDeploy をコンピューティングリソース
にリンクする方法の詳細については、「Code 
Deploy でのデプロイグループの操作」を参照
してください。 CodeDeploy

構成する CodeDeploy は、アプリケーション仕様ファイ
ルを使用してコンピューティングリソースのカ 
スタマイズを定義します。
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機能 説明

CodeDeploy でのリソースのカスタマイズの詳
細については、「CodeDeploy AppSpec ファ
イルリファレンス」を参照してください。 
CodeDeploy

デプロイ CodeDeploy が使用されるコンピューティング
リソースのタイプに応じて、CodeDeploy はア
プリケーションをデプロイするためのさまざま
な戦略を提供します。

サポートされるデプロイプロセスのタイプの詳
細については、CodeDeploy でのデプロイの使
用」を参照してください。

スケール CodeDeploy は基盤となるアプリケーションイ
ンフラストラクチャのスケーリングをサポート 
していませんが、デプロイ設定によっては、ブ
ルー/グリーンデプロイをサポートする追加の
リソースを作成する場合があります。

モニタリング CodeDeploy はデプロイの成功または失敗をモ
ニタリングでき、すべてのデプロイの履歴を提 
供しますが、パフォーマンスやアプリケーショ
ンレベルのメトリクスは提供しません。

CodeDeploy が提供するモニタリング機能のタ
イプの詳細については、「CodeDeploy でのデ
プロイのモニタリング」を参照してください。 
CodeDeploy

次の図は、完全な CI/CD ソリューションの一部として CodeDeploy の一般的なユースケースを示
しています。この例では、CodeDeploy は追加の AWS 開発者ツール、つまり AWS CodePipeline 
(CI/CD パイプラインを自動化）、 AWS CodeBuild (アプリケーションコンポーネントの構築とテス
ト）、 AWS CodeCommit (ソースコードリポジトリ) と組み合わせて使用され、アプリケーションを 
Amazon EC2 インスタンスのグループにデプロイします。CodeDeploy は、完全な CI/CD パイプラ
インの一部として他のツールとともに使用されます。CodeDeploy は、デプロイグループの一部であ
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るコンピューティングリソースへのアプリケーションコンポーネントのデプロイを管理します。すべ
てのインフラストラクチャコンポーネントは CodeDeploy の外部で作成されます。

AWS CodeDeploy ユースケース

AWS CodeDeploy の AWS Lambda

AWS CodeDeploy for AWS Lambda を使用すると、サーバーレスデプロイを自動化し、アプリケー
ションリリースをより詳細に制御および可視化できます。CodeDeploy を使用して、サーバーレス関
数の新しいバージョンを少数のユーザーまたはトラフィックにデプロイし、新しいバージョンに自
信が持てるにつれてトラフィックを徐々に増やすことができます。CodeDeploy を使用すると、同
じイベントソースからトラフィックを受信する一連の Lambda 関数を表すデプロイグループを定義
できます。たとえば、API Gateway または Amazon EventBridge ルールによって開始される一連の 
Lambda 関数のデプロイグループを作成できます。その後、CodeDeploy を使用してデプロイを作成
できます。CodeDeploy は、Everless 関数の新しいバージョンを指定されたデプロイグループにデプ
ロイします。

CodeDeploy では、デプロイタイプ、デプロイ戦略、トラフィックシフトルールなど、デプロイの設
定を指定するデプロイ設定を定義することもできます。Canary デプロイ戦略を使用して、サーバー
レス関数の新しいバージョンを少数のトラフィックにデプロイし、新しいバージョンのヘルスとパ
フォーマンスをモニタリングしてから、そのバージョンへのトラフィックを増やすことができます。

サーバーレスに CodeDeploy を使用することで、デプロイプロセスを自動化し、アプリケーション
の新しいバージョンのリリースに必要な時間と労力を削減し、サーバーレス関数の安定性と信頼性を
向上させることができます。

AWS CodeDeploy の AWS Lambda 12
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Amazon Elastic Container Service
Amazon Elastic Container Service (Amazon ECS) は、Docker コンテナをサポートするフルマネージ
ドコンテナオーケストレーションサービスであり、マネージドクラスターでアプリケーションを簡単
に実行できます。Amazon ECS は、コンテナ管理インフラストラクチャをインストール、運用、ス
ケーリングする必要をなくし、Security Groups、Elastic Load Balancing、 AWS Identity and Access 
Management (IAM) などの使い慣れた AWS コア機能を備えた環境の作成を簡素化します。

Amazon ECS でアプリケーションを実行する場合、Amazon EC2 インスタンスまたはコンテナ用
のサーバーレスコンピューティングエンジンである を使用してAWS Fargate、コンテナの基盤とな
るコンピューティング能力を提供するように選択できます。いずれの場合も、Amazon ECS は、
ユーザーが定義した設定に従って、コンテナをクラスターに自動的に配置してスケーリングしま
す。Amazon ECS はユーザーに代わって Load Balancer や IAM ロールなどのインフラストラクチャ
コンポーネントを作成しませんが、Amazon ECS サービスには、Amazon ECS クラスターでのこれ
らのリソースの作成と使用を簡素化する多数の APIs が用意されています。

Amazon ECS を使用すると、デベロッパーはすべてのインフラストラクチャコンポーネントをき
め細かく直接制御できるため、カスタムアプリケーションアーキテクチャを作成できます。さら
に、Amazon ECS は、アプリケーションコンテナイメージを更新するためのさまざまなデプロイ戦
略をサポートしています。

表 4: Amazon ECS デプロイ機能

機能 説明

プロビジョニング Amazon ECS は、スケーリングポリシーと 
Amazon ECS 設定に基づいて、新しいアプリ
ケーションコンテナインスタンスとコンピュー
ティングリソースをプロビジョニングしま 
す。Load Balancer などのインフラストラク
チャリソースは、Amazon ECS の外部で作成
する必要があります。

Amazon ECS で作成できるリソースのタイプ
の詳細については、「Amazon ECS の開始方
法」を参照してください。

構成する Amazon ECS は、コンテナ化されたアプリ
ケーションを実行するために作成されたコン
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機能 説明

ピューティングリソースのカスタマイズと、
アプリケーションコンテナのランタイム条件 
(環境変数、公開ポート、リザーブドメモリ/
CPU など) をサポートしています。基盤となる
コンピューティングリソースのカスタマイズ 
は、Amazon EC2 インスタンスを使用する場合
にのみ使用できます。

コンテナ化されたアプリケーションを実行する
ように Amazon ECS クラスターをカスタマイ
ズする方法の詳細については、「クラスターの
作成」を参照してください。

デプロイ Amazon ECS は、コンテナ化されたアプリ
ケーションに対していくつかのデプロイ戦略を
サポートしています。

サポートされるデプロイプロセスのタイプの詳
細については、「Amazon ECS デプロイタイ
プ」を参照してください。

スケール Amazon ECS は、自動スケーリングポリシー
で使用して、Amazon ECS クラスターで実行
されているコンテナの数を自動的に調整できま
す。

Amazon ECS でのコンテナ化されたアプリ
ケーションの自動スケーリングの設定の詳細に
ついては、「Service Auto Scaling」を参照し
てください。
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機能 説明

モニタリング Amazon ECS は、CloudWatch によるコン
ピューティングリソースとアプリケーションコ
ンテナのモニタリングをサポートしています。

Amazon ECS が提供するモニタリング機能の
タイプの詳細については、「Amazon ECS の
モニタリング」を参照してください。

次の図は、シンプルなコンテナ化されたアプリケーションの管理に使用されている Amazon ECS を
示しています。この例では、インフラストラクチャコンポーネントは Amazon ECS の外部で作成さ
れ、Amazon ECS はクラスター上のアプリケーションコンテナのデプロイとオペレーションを管理
するために使用されます。

Amazon ECS のユースケース

Amazon Elastic Container Service 15
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Note

• アプリケーションインフラストラクチャ (Amazon Elastic Container Registry (Amazon 
ECR) リポジトリ、Amazon ECS 設定、ロードバランサーを含む) は、Amazon ECS デプ
ロイの外部でプロビジョニングおよび管理されます。

• Amazon ECS は、Amazon ECS サービス内で実行されているアプリケーションコンテナ
のデプロイを、Amazon ECR などのコンテナレジストリから取得されるタスクとして管理
します。

Amazon ECS は、Linux や Windows などの複数のコンテナインスタンスタイプと、Amazon ECS 
Anywhere を使用したオンプレミス仮想マシン (VM) などの外部インスタンスタイプをサポートして
います。

Amazon ECS Anywhere

Amazon ECS Anywhere では、オンプレミスでも他のクラウド環境でも、Amazon ECS タスクをど
こでも実行できます。Amazon ECS Anywhere を使用すると、一貫した運用エクスペリエンスを維持
しながら、ハイブリッドインフラストラクチャ全体でコンテナ化されたアプリケーションを簡単にデ
プロイおよび管理できます。このサービスは、オンプレミスのデータセンター、リモートオフィス、
その他のクラウド環境など、あらゆる環境に Amazon ECS プラットフォームを拡張することで機能
します。これにより、基盤となるインフラストラクチャについて心配することなく、同じ使い慣れた 
Amazon ECS APIs とツールを使用して、すべての環境にコンテナをデプロイおよび管理できます。

Amazon ECS Anywhere は Amazon ECS エージェントを使用してコンテナのデプロイとライフサイ
クルを管理し、 で使用するのと同じ Amazon ECS タスク定義と設定ファイルを使用できます AWS 
クラウド。これにより、ハイブリッドインフラストラクチャ全体にコンテナをデプロイして管理する
プロセスを簡素化し、手動設定と管理に必要な時間と労力を削減できます。

Amazon ECS Anywhere では、IAM、 CloudFormation Amazon ECR などの他の AWS のサービスを
活用して、コンテナ化されたアプリケーションを管理することもできます。これにより、アプリケー
ションが安全で準拠しており、他の AWS サービスと統合されていることを確認できます。
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Amazon ECS Anywhere architecture

での Amazon Elastic Container Service AWS Outposts

の Amazon ECS AWS Outposts は、 で使用するのと同じ APIsとツールを使用して、オンプレミ
スで Amazon ECS タスクを実行できるようにするフルマネージド AWS サービスです AWS クラ
ウド。Amazon ECS をオンにすると AWS Outposts、オンプレミスでもクラウドでも、コンテナ
化されたアプリケーションを一貫性のある使い慣れた方法でデプロイおよび管理できます。 AWS 
Outposts は、AWS インフラストラクチャ、サービス、APIs、ツールをオンプレミス環境に拡張する
フルマネージドサービスです。Amazon ECS をオンにすると AWS Outposts、基盤となるインフラ
ストラクチャについて心配することなく、組織専用のハードウェアで Amazon ECS タスクを実行で
きます。これにより、アプリケーションを安全かつ準拠した方法でデプロイし、クラウドの柔軟性と
スケーラビリティを活用できます。

の Amazon ECS AWS Outposts は、一連の AWS サービスと APIs をオンプレミス環境にデプロイ
することで機能します。これにより、専用のハードウェアで Amazon ECS タスクを実行できます。
これには、コンテナのデプロイとライフサイクルを管理する Amazon ECS エージェントと、コンテ
ナ化されたアプリケーションを実行するための安全で準拠した環境を提供する AWS Outposts イン
フラストラクチャが含まれます。Amazon ECS をオンにすると AWS Outposts、 で使用するのと同
じ Amazon ECS APIs とツールを使用できるため AWS クラウド、コンテナ化されたアプリケーショ
ンを一貫性のある使い慣れた方法で簡単にデプロイおよび管理できます。これにより、手動の設定

での Amazon Elastic Container Service AWS Outposts 17
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と管理に必要な時間と労力を削減し、ハイブリッドインフラストラクチャ全体の一貫性と信頼性を
向上させることができます。の Amazon ECS は、IAM、Amazon ECR などの他の AWS サービスと 
AWS Outposts 統合 CloudFormationして、コンテナ化されたアプリケーションを管理します。これ
により、アプリケーションが安全で準拠しており、他の AWS サービスと統合されていることを確認
できます。

アマゾン エラスティックKubernetesサービス

Amazon Elastic Kubernetes Service (Amazon EKS) は、AWS での Kubernetes クラスターの構築、
保護、運用、保守のプロセスを簡素化する、フルマネージドの認定された Kubernetes 準拠サービス
です。Amazon EKS は CloudWatch、Auto Scaling Groups、IAM などのコア AWS サービスと統合さ
れ、コンテナ化されたアプリケーションをモニタリング、スケーリング、ロードバランシングするた
めのシームレスなエクスペリエンスを提供します。

Amazon EKS は、Kubernetes ワークロード用のスケーラブルで可用性の高いコントロールプ
レーンを提供します。Amazon ECS と同様に、Amazon EKS でアプリケーションを実行する場
合、Amazon EC2 インスタンスまたは を使用してコンテナの基盤となるコンピューティング能力を
提供できます AWS Fargate。

Amazon VPC Lattice は、AWS ネットワークインフラストラクチャに直接構築されたフルマネー
ジド型のアプリケーションネットワークサービスであり、複数のアカウントと仮想プライベートク
ラウド (VPCs) でサービスを接続、保護、モニタリングするために使用できます。Amazon EKS で
は、Kubernetes Gateway API の実装である AWS Gateway API Controller を使用して VPC Lattice を
活用できます。VPC Lattice を使用すると、シンプルで一貫性のある方法で、標準の Kubernetes セ
マンティクスとのクラスター間接続を設定できます。

Amazon EKS は、次のいずれかのデプロイオプションで使用できます。

• Amazon EKS Distro – Amazon EKS がクラウドにデプロイしている同じオープンソースの 
Kubernetes ソフトウェアおよび依存関係のディストリビューションです。Amazon EKS Distro は 
Amazon EKS と同じ Kubernetes バージョンのリリースサイクルに従っており、オープンソース
プロジェクトとして提供されています。詳細については、Amazon EKS Distro を参照してくださ
い。

• Amazon EKS on AWS Outposts – オンプレミス施設でネイティブの AWS サービス、イン
フラストラクチャ、運用モデル AWS Outposts を有効にします。Amazon EKS では AWS 
Outposts、拡張クラスターまたはローカルクラスターの実行を選択できます。拡張クラスターで
は、Kubernetes コントロールプレーンは で実行 AWS リージョン され、ノードは で実行されま
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す AWS Outposts。ローカルクラスターでは、Kubernetes コントロールプレーンとノードの両方
を含む AWS Outposts Kubernetes クラスター全体がローカルで実行されます。

• Amazon EKS Anywhere — Amazon EKS Anywhere は、オンプレミスの Kubernetes クラスターを
簡単に作成および運用できる Amazon EKS のデプロイオプションです。Amazon EKSとAmazon 
EKS Anywhere はどちらも Amazon EKS Distro上に構築されています。Amazon EKS Anywhere 
の詳細については、Amazon EKS Anywhere」、Amazon EKS Anywhere の概要」、Amazon EKS 
Anywhere と Amazon EKS の比較」を参照してください。

Kubernetes クラスターに使用するデプロイオプションを選択する場合は、以下の点を考慮してくだ
さい。

表 5: Kubernetes デプロイ機能

機能 Amazon EKS での Amazon 
EKS AWS 
Outposts

Amazon EKS 
Anywhere

Amazon EKS 
Distro

ハードウェア AWS 提供 AWS 提供 お客様が提供す
る

お客様が提供す
る

デプロイの場所 AWS クラウド お客様のデータ
センター

お客様のデータ
センター

お客様のデータ
センター

Kubernetes コン
トロールプレー 
ンの場所

AWS クラウド AWS クラウド 
またはデータセ
ンター

お客様のデータ
センター

お客様のデータ
センター

Kubernetes デー
タプレーンの場 
所

AWS クラウド お客様のデータ
センター

お客様のデータ
センター

お客様のデータ
センター

サポート AWS サポート AWS サポート AWS サポート OSS コミュニ
ティのサポート

表 6: Amazon EKS デプロイ機能
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機能 説明

プロビジョニング Amazon EKS は、コンテナ化されたアプリ
ケーションをサポートするために特定のリソー
スをプロビジョニングします。

• 必要に応じてロードバランサー

• コンピューティングリソースまたはワーカー
(Amazon EKS は Windows と Linux をサポー
ト)

• アプリケーションコンテナインスタンス、ま
たはポッド

Amazon EKS クラスターのプロビジョニング
の詳細については、「Amazon EKS の開始方
法」を参照してください。

構成する Amazon EC2 インスタンスを使用してコン
ピューティング能力を提供する場合、Amazon 
EKS はコンピューティングリソース (ワー
カー) のカスタマイズをサポートします。Am 
azon EKS は、アプリケーションコンテナ 
(ポッド) のランタイム条件のカスタマイズもサ
ポートしています。

詳細については、ワーカーノードと Fargate 
Pod 設定のドキュメントを参照してください。

デプロイ Amazon EKS は、Kubernetes と同じデプロイ
戦略をサポートしています。詳細については 
、「Writing a Kubernetes Deployment Spec -> 
Strategy」を参照してください。

スケール Amazon EKS は、Kubernetes Cluster 
Autoscaler を使用してワーカーをスケーリン
グし、Kubernetes Horizontal Pod Autoscaler 
と Kubernetes Vertical Pod Autoscaler を使用
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機能 説明

してポッドをスケーリングします。Amazon 
EKS は、オープンソースの柔軟で高性能な 
Kubernetes クラスターオートスケーラーであ
る Karpenter もサポートしているため、アプリ
ケーションの負荷の変化に応じて適切なサイズ 
のコンピューティングリソースを迅速に起動す
ることで、アプリケーションの可用性とクラス
ター効率を向上させることができます。

モニタリング Amazon EKS コントロールプレーンログは、
監査と診断情報を CloudWatch Logs に直接提
供します。Amazon EKS コントロールプレー 
ンは と統合 AWS CloudTrail して、Amazon 
EKS で実行されたアクションを記録します。

詳細については、「Amazon EKS のログ記録
とモニタリング」を参照してください。

Amazon EKS を使用すると、組織はオープンソースの Kubernetes ツールとプラグインを活用でき、
既存の Kubernetes 環境で AWS に移行する組織に適しています。次の図は、一般的なコンテナ化さ
れたアプリケーションの管理に使用されている Amazon EKS を示しています。
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Amazon EKS use case

Amazon EKS Anywhere

Amazon EKS Anywhere では、独自のインフラストラクチャで Kubernetes クラスターを作成およ
び運用できます。Amazon EKS Anywhere は Amazon EKS Distro の長所に基づいて構築されてお
り、最新のパッチが適用されたオープンソースソフトウェアを提供するため、セルフマネージド型の 
Kubernetes 製品よりも信頼性の高いオンプレミスの Kubernetes 環境を実現できます。

Amazon EKS Anywhere は、選択したプロバイダーに対してオンプレミスで Kubernetes ク
ラスターを作成します。サポートされているプロバイダーには、ベアメタル (Tinkerbell 経
由）、CloudStack、vSphere などがあります。そのクラスターを管理するには、クラスターの作成
と削除コマンドを Ubuntu または Mac 管理マシンから実行できます。

AWS App Runner
AWS App Runner はフルマネージド型のコンテナアプリケーションサービスで、コンテナ化された
ウェブアプリケーションと API サービスを構築、デプロイ、実行できます。インフラストラクチャ
やコンテナの経験は必要ありません。App Runner は、コードまたはイメージリポジトリに直接接続
します。フルマネージド型のオペレーション、高性能、スケーラビリティ、セキュリティを備えた自
動統合および配信パイプラインを提供します。

App Runner は、リポジトリからソースコードまたはソースイメージを取得し、 で実行
中のウェブサービスを作成して維持します AWS クラウド。通常、サービスを作成するに
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はCreateService、App Runner アクション を 1 つだけ呼び出す必要があります。ソースイメージ
リポジトリでは、App Runner がウェブサービスを実行するためにデプロイできるready-to-useコン
テナイメージを提供します。ソースコードリポジトリでは、ウェブサービスを構築して実行するた
めのコードと手順を提供し、特定のランタイム環境をターゲットにします。App Runner は、複数の
プログラミングプラットフォームをサポートしています。各プラットフォームには、プラットフォー
ムメジャーバージョンの 1 つ以上のマネージドランタイムがあります。App Runner は、コンテナイ
メージ、ランタイム、Node.js や Python などのウェブフレームワークをサポートしています。App 
Runner は、アプリケーションに送信された同時リクエストの数をモニタリングし、リクエストボ
リュームに基づいて追加のインスタンスを自動的に追加します。アプリケーションが受信リクエスト
を受信しない場合、App Runner はコンテナをプロビジョニングされたインスタンスにスケールダウ
ンします。プロビジョニングされたインスタンスは CPU スロットリングされたインスタンスで、受
信リクエストをミリ秒以内に処理できます。

現時点では、App Runner は GitHub リポジトリからソースコードを取得するか、 の Amazon ECR 
からソースイメージを取得できます AWS アカウント。

次の図は、App Runner サービスアーキテクチャの概要を示しています。この図では、2 つのサンプ
ルサービスがあります。1 つは GitHub からソースコードをデプロイし、もう 1 つは Amazon ECR 
からソースイメージをデプロイします。
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App Runner use case

App Runner は、HTTP プロトコルと HTTPS プロトコルを使用するフロントエンドウェブアプリ
ケーションとバックエンドウェブアプリケーションの両方を含むフルスタック開発をサポートしてい
ます。これらのアプリケーションには、API サービス、バックエンドウェブサービス、ウェブサイト
が含まれます。App Runner は、コンテナイメージ、ランタイム、Node.js や Python などのウェブフ
レームワークをサポートしています。

Amazon Lightsail

Amazon Lightsail は、小規模企業、スタートアップ、個人がアプリケーションをクラウドにデプロイ
および管理することを容易にする、シンプルで費用対効果の高いクラウドサービスです。基盤となる
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インフラストラクチャ管理の多くを抽象化し、クラウドでのアプリケーションの起動と実行を容易に
する使いやすいインターフェイスを提供します。を使用するとLightsail、仮想プライベートサーバー 
(VPS)、データベース、ストレージインスタンスをすばやくデプロイおよび管理できます。このサー
ビスは、WordPress、Drupal、Joomla などのさまざまなワークロード用に最適化された事前設定さ
れたインスタンスを提供します。これにより、環境のセットアップと設定に必要な時間と労力を削減
できます。 は、統合されたロードバランサーと自動スケーリングLightsailも提供するため、手動によ
る介入なしでトラフィック需要の変化を処理できます。このサービスはモニタリングとアラートも提
供するため、アプリケーションの状態とパフォーマンスを常に把握できます。

の主な利点の 1 つは、そのシンプルさと使いやすさLightsailです。このサービスは、最小限のクラウ
ドコンピューティングエクスペリエンスでユーザーにアクセスできるように設計されているため、
小規模企業やクラウドですぐに開始したい個人に適しています。さらに、 Lightsailはコスト効率が高
く、コンピューティング、ストレージ、データ転送を含む予測可能な料金です。

Amazon Lightsail コンテナ

Amazon Lightsail コンテナはフルマネージド型のコンテナサービス AWS であり、コンテナ化された
アプリケーションをクラウドに簡単にデプロイおよび管理できます。Docker や Kubernetes などの
一般的なコンテナ管理ツールを使用してコンテナを起動および実行するシンプルで費用対効果の高い
方法を提供します。

Lightsail コンテナは、コンテナ化されたアプリケーションを構築、テスト、デプロイするための統合
環境を提供します。基盤となるインフラストラクチャ管理の大部分を抽象化する使いやすいインター
フェイスを提供することで、コンテナのデプロイと管理のプロセスを簡素化します。

Lightsail コンテナを使用すると、コンテナ化されたアプリケーションを数回クリックするだけで 
VPC にデプロイできます。このサービスは、Node.js、Python、Ruby、Java などの一般的なプログ
ラミング言語用に事前設定されたコンテナイメージを提供します。これにより、コンテナ環境のセッ
トアップと設定に必要な時間と労力を削減できます。

Lightsail コンテナは、コンテナインスタンス全体にトラフィックを自動的に分散できる統合された
ロードバランサーも提供し、アプリケーションの可用性とスケーラビリティを向上させます。さら
に、このサービスはコンテナインスタンスの自動スケーリングを提供するため、手動による介入なし
でトラフィック需要の変化を処理できます。

Lightsail コンテナを使用すると、組み込みのメトリクスとログを使用して、コンテナ化されたアプリ
ケーションのパフォーマンスをモニタリングできます。また、Amazon S3、Amazon RDS、 などの
他の AWS サービスと統合して AWS CodePipeline、コンテナ化されたアプリケーション用に完全に
自動化された統合 CI/CD パイプラインを作成することもできます。
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Red Hat OpenShift Service on AWS

Red Hat OpenShift Service on AWS (ROSA) は、AWS マネジメントコンソールから利用できるマ
ネージドサービスです。ROSA を使用すると、Red Hat OpenShift ユーザーとして、AWS でコンテ
ナ化されたアプリケーションを構築、スケーリング、管理できます。ROSA を使用して、Red Hat 
OpenShift APIs とツールを使用して Kubernetes クラスターを作成し、AWS のサービスの全幅と深
さにアクセスできます。ROSA は、オンプレミスの Red Hat OpenShift ワークロードの AWS への
移行を合理化し、他の AWS サービスとの緊密な統合を提供します。Red Hat OpenShift のライセン
ス、請求、サポートに AWS から直接アクセスすることもできます。

各 ROSA クラスターには、フルマネージド型のコントロールプレーンとコンピューティングノード
が付属しています。インストール、管理、メンテナンス、アップグレードは、Red Hat と Amazon 
が共同でサポートする Red Hat SRE によって実行されます。クラスターサービス (ログ記録、メト
リクス、モニタリングなど) も利用できます。Red Hat Enterprise Linux CoreOS (RHCOS) ワーカー
のみが ROSA でサポートされています。

ROSA は、さまざまな AWS コンピューティング、ストレージ、データベース、分析、機械学習、
ネットワーキング、モバイル、およびさまざまなアプリケーションサービスと統合され、世界中のオ
ンデマンドでスケールする AWS サービスの堅牢なポートフォリオを活用できます。これらの AWS 
ネイティブサービスに直接アクセスして、同じ管理インターフェイスを介してサービスを迅速にデプ
ロイおよびスケーリングできます。

AWS Local Zones

AWS Local Zone は、ユーザーの近く AWS リージョン にある の拡張機能です。Local Zones は、イ
ンターネットへの独自の接続を持ち、 AWS Direct Connectをサポートします。Local Zones で作成
したリソースは、低いレイテンシーの通信をローカルユーザーに提供できます。ローカルゾーンは
リージョンコードで表され、その後に場所を示す識別子 (us-west-2-lax-1a など) が続きます。

Amazon ECS は、低レイテンシーまたはローカルデータ処理が要件である場合に、ローカルゾーン
を使用するワークロードをサポートします。Amazon ECS コントロールプレーンは常に で実行され
ます AWS リージョン。

Amazon EKS では、Local Zones の特定のリソースをサポートしています。これには、セルフマ
ネージド Amazon EC2 ノード、Amazon EBS ボリューム、Application Load Balancer が含まれま
す。Amazon EKS が管理する Kubernetes コントロールプレーンは、常に AWS リージョンで実行さ
れます。Amazon EKS が管理する Kubernetes コントロールプレーンは、Local Zone で実行できま
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せん。　 Local Zones は VPC 内のサブネットとして表示されるため、Kubernetes は Local Zone の
リソースをそのサブネットの一部として認識します。

AWS Wavelength

AWS Wavelength は、5G-connectedユーザーとデバイスに近いワークロードをデプロイできる AWS 
インフラストラクチャです。Wavelength を使用して、Amazon EC2 インスタンス、Amazon EKS 
クラスター、および AWS Marketplace で利用可能な一連のサポートされているパートナーソリュー
ションをデプロイできます。Wavelength Zones は、通信プロバイダーのネットワーク内で論理的に
隔離されたデータセンターであり、冗長性、低レイテンシー、高スループットの接続を通じて AWS 
リージョンに接続されます。

Wavelength の主な機能には、Amazon EC2 インスタンス、Amazon EBS ボリューム、Amazon VPC 
サブネット、キャリアゲートウェイを Wavelength Zones に作成する機能などがあります。Amazon 
EC2 Auto Scaling、Amazon EKS クラスター、Amazon ECS クラスター、Amazon EC2 Systems 
Manager、Amazon CloudWatch、Application Load Balancer などAmazon EC2、Amazon EBS AWS 
CloudTrail AWS CloudFormation、Amazon VPC をオーケストレーションまたは操作するサービス
を使用することもできます。波長サービスは、Amazon DynamoDB や Amazon Relational Database 
Service (Amazon RDS) などのサービスに簡単にアクセスできるように、AWS リージョンへの信頼
性の高い高帯域幅接続を介して接続された VPC の一部です。

追加のデプロイサービス

Amazon Simple Storage Service (Amazon S3) は、静的コンテンツおよびシングルページアプリケー
ション (SPA) のウェブサーバーとして使用できます。Amazon CloudFront と組み合わせて静的コン
テンツ配信のパフォーマンスを向上させると、Amazon S3 を使用して静的コンテンツを簡単かつ強
力にデプロイおよび更新できます。このアプローチの詳細については、ホワイトペーパーの「静的
ウェブサイトのホスティング AWS」を参照してください。

AWS Proton

AWS Proton は、マイクロサービスとコンテナベースのアプリケーションのデプロイと管理のプロセ
スを簡素化および自動化するフルマネージドサービスです。一般的な DevOps ツールやサービスと
統合する統一された一貫性のあるデプロイエクスペリエンスを提供するため、アプリケーション開発
の管理と合理化が容易になります。Proton を使用すると、デベロッパーはインフラストラクチャ、
コード、パイプラインなどのアプリケーションコンポーネントを再利用可能なテンプレートとして
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定義して作成できます。これらのテンプレートを使用して、開発、テスト、本番環境などの複数の環
境を作成し、チームや組織間で共有できます。このアプローチにより、マイクロサービスとコンテナ
ベースのアプリケーションのデプロイと管理の複雑さが軽減され、時間がかかり、エラーが発生しや
すくなります。

AWS Proton には、ウェブアプリケーション、APIs、データベースなどの一般的なタイプのマイクロ
サービス用の構築済みテンプレートが用意されており、特定のニーズに合わせてカスタマイズできま
す。また、AWS CodePipeline、AWS CodeCommit、AWS CodeBuild などの一般的な DevOps ツー
ルと統合して、継続的な統合とデプロイ (CI/CD) ワークフローを可能にします。

AWS Proton を使用することで、開発者はマイクロサービスとコンテナベースのアプリケーションの
デプロイと管理に必要な時間と労力を削減できます。このアプローチにより、チームはデプロイおよ
び管理プロセスに時間を費やすのではなく、アプリケーションの開発と改善に集中できます。

AWS App2Container

AWS App2Container は、Java および .NET ウェブアプリケーションをコンテナ形式に移行
およびモダナイズするためのコマンドラインツールです。App2Container は、ベアメタル、
仮想マシン、Amazon EC2 インスタンス、またはクラウドで実行されているアプリケーショ
ンのインベントリを分析して構築します。コンテナ化するアプリケーションを選択するだけ
で、App2Container はアプリケーションアーティファクトと識別された依存関係をコンテナイメージ
にパッケージ化し、ネットワークポートを設定し、ECS タスクと Kubernetes ポッド定義を生成し
ます。App2Container は、仮想マシンで実行されているサポートされている ASP.NET および Java 
アプリケーションを識別して、環境内のすべてのアプリケーションを包括的にインベントリしま
す。App2Container は、Linux、スタンドアロン、または JBoss、Apache Tomcat、Springboot、IBM 
Websphere、Oracle Weblogic などのアプリケーションサーバーで実行されている Windows または 
Java アプリケーションの IIS で実行されている ASP.NET ウェブアプリケーションをコンテナ化でき
ます。

AWS Copilot

AWS Copilot は、AWS でコンテナ化されたアプリケーションをすばやく起動および管理するため
に使用できるコマンドラインインターフェイス (CLI) です。Amazon ECS、Fargate、および App 
Runner でのアプリケーションの実行を簡素化します。AWS Copilot は現在、Linux、macOS、およ
び Windows システムをサポートしています。Copilot を使用すると、負荷分散されたウェブサービス
などのサービスパターンを使用してインフラストラクチャをプロビジョニングしたり、テストや本番
稼働などの複数の環境にデプロイしたり、自動デプロイに AWS CodePipeline リリースパイプライ
ンを使用したりできます。
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AWS Serverless Application Model

AWS Serverless Application Model (AWS SAM) は、サーバーレスアプリケーションを構築するた
めのオープンソースフレームワークです。関数、API、データベース、イベントソースマッピング
を表現するための省略構文を提供します。リソースごとに数行で、必要なアプリケーションを定義
し、YAML を使用してモデル化できます。デプロイ中、SAM は SAM 構文を AWS CloudFormation 
構文に変換して拡張するため、サーバーレスアプリケーションを迅速に構築できます。

CLI は、AWS AWS SAM でサーバーレスアプリケーションを簡単に開発、テスト、デプロイでき
るオープンソースのコマンドラインツールです。これは、AWS CloudFormation の拡張機能である 
AWS SAM 仕様を使用してサーバーレスアプリケーションを構築するためのコマンドラインインター
フェイスです。

CLI AWS SAM を使用すると、開発者はサーバーレスアプリケーションを AWS にデプロイする前に
ローカルで定義してテストできます。AWS Lambda と API Gateway をシミュレートするローカルテ
スト環境を提供し、開発者がクラウドにデプロイする前にコードと設定をテストできるようにしま
す。

AWS SAM CLI には、自動コードデプロイ、ログ記録、デバッグ機能など、さまざまな便利な機能
も含まれています。これにより、開発者は 1 つのコマンドでアプリケーションを構築、パッケージ
化、デプロイできるため、サーバーレスアプリケーションのデプロイと管理に必要な時間と労力が削
減されます。

さらに、AWS SAM CLI では、Node.js、Python、Java、.NET Core など、さまざまなプログラミン
グ言語がサポートされています。これにより、開発者は好みのプログラミング言語とツールを使用し
てサーバーレスアプリケーションを構築およびデプロイできます。

AWS SAM CLI は、AWS CodePipeline や AWS CodeBuild などの他の AWS サービスと統合され、
サーバーレスアプリケーションに完全に自動化された統合された CI/CD パイプラインを提供しま
す。また、開発者は Amazon S3、Amazon DynamoDB、Amazon SNS などの他の AWS サービスを
サーバーレスアプリケーションの一部として使用できます。

AWS Cloud Development Kit (AWS CDK)

AWS Cloud Development Kit (AWS CDK) (AWS CDK) は、最新のプログラミング言語でクラウドイ
ンフラストラクチャをコードとして定義し、AWS CloudFormation を通じてデプロイするためのオー
プンソースのソフトウェア開発フレームワークです。AWS Cloud Development Kit (AWS CDK) は、
一般的なプログラミング言語を使用してアプリケーションをモデル化するクラウド開発を加速しま
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す。AWS CDK を使用すると、プログラミング言語のかなりの表現力で、信頼性が高く、スケーラブ
ルで、費用対効果の高いアプリケーションをクラウドで構築できます。

AWS CDK は、最新のプログラミング言語のフルパワーを活用して AWS インフラストラクチャ
をコードとして定義する開発者中心のツールキットであると考えてください。AWS CDK アプ
リケーションが実行されると、完全に形成された CloudFormation JSON/YAML テンプレートに
コンパイルされ、プロビジョニングのために CloudFormation サービスに送信されます。AWS 
CDK は CloudFormation を利用するため、安全なデプロイ、自動ロールバック、ドリフト検出な
ど、CloudFormation が提供するすべての利点を引き続き享受できます。

このアプローチには、次の内容を含む多くの利点があります。

• AWS リソースに賢明で安全なデフォルトを自動的に提供する高レベルのコンストラクトを使用し
て構築し、より少ないコードでより多くのインフラストラクチャを定義します。

• パラメータ、条件、ループ、構成、継承などのプログラミングイディオムを使用して、AWS など
が提供する構成要素からシステム設計をモデル化します。

• インフラストラクチャ、アプリケーションコード、設定をすべて 1 か所に配置し、マイルストー
ンごとに完全なクラウドデプロイ可能なシステムを確保します。

• コードレビュー、ユニットテスト、ソース管理などのソフトウェアエンジニアリングプラクティス
を採用して、インフラストラクチャをより堅牢にします。

• AWS Solutions Constructs は、AWS CDK のオープンソースライブラリ拡張機能です。AWS 
Solutions Constructs は、AWS Well-Architected Framework によって確立されたベストプラクティ
スを使用して構築された、厳選されたマルチサービスアーキテクチャパターンのコレクションを提
供します。

AWS Serverless Application Model と AWS CDK はどちらも AWS インフラストラクチャをコードと
して抽象化するため、クラウドインフラストラクチャを簡単に定義できます。AWS SAM はサーバー
レスのユースケースとアーキテクチャに特に焦点を当てており、コンパクトで宣言的な JSON/YAML 
テンプレートでインフラストラクチャを定義できます。AWS CDK は、すべての AWS サービスに幅
広く対応しており、最新のプログラミング言語でクラウドインフラストラクチャを定義できます。

Amazon EC2 Image Builder

EC2 Image Builder は、AWS またはオンプレミスで使用する VM およびコンテナイメージの構築、
テスト、デプロイを簡素化します。VM とコンテナイメージup-to-dateに保つと、時間がかかり、リ
ソースを大量に消費し、エラーが発生しやすくなります。現在、お客様は VM を手動で更新してス
ナップショットを作成するか、イメージを維持するために自動化スクリプトを構築するチームを持っ
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ています。Image Builder は、シンプルなグラフィカルインターフェイス、組み込みのオートメー
ション、AWS が提供するセキュリティ設定を提供することで、イメージup-to-date状態に保ち、安
全に保つ労力を大幅に削減します。Image Builder では、イメージを更新するための手動ステップ
はなく、独自のオートメーションパイプラインを構築する必要もありません。Image Builder は、イ
メージの作成、保存、共有に使用される基盤となる AWS リソースのコストを除き、無料で提供され
ます。

EC2 Image Builder は、Amazon EC2、コンテナ、オンプレミスサーバーで使用するカスタムイメー
ジの作成と管理のプロセスを簡素化することで、AWS でのデプロイを容易にします。このサービス
は、イメージの作成と管理プロセスを合理化する自動ビルドパイプラインを使用して、カスタムイ
メージを作成および管理するためのシンプルで柔軟な方法を提供します。

EC2 Image Builder は、基盤となるインフラストラクチャ管理の多くを抽象化する使いやすいイン
ターフェイスを提供するため、開発者はカスタムイメージを簡単に作成および管理できます。EC2 
Image Builder を使用すると、デベロッパーはイメージに含めるオペレーティングシステム、アプリ
ケーション、パッケージを指定でき、更新、パッチ、セキュリティ修正など、イメージの構築とテス
トのプロセスを自動化します。自動ビルドパイプラインにより、デベロッパーはイメージの作成と管
理プロセスを合理化し、手動イメージの作成とテストに必要な時間と労力を削減できます。これによ
り、一貫性を向上させ、エラーを減らし、イメージがup-to-date、安全、準拠していることを確認で
きます。

EC2 Image Builder の利点を以下に示します。

• イメージ作成の簡素化: EC2 Image Builder は、Amazon EC2、コンテナ、オンプレミスサーバー
で使用するカスタムイメージを作成するシンプルで柔軟な方法を提供します。これにより、カスタ
ムイメージの作成と保守に必要な時間と労力を削減し、アプリケーションの開発やテストなど、デ
プロイの他の側面に集中できます。

• 自動イメージビルドパイプライン: EC2 Image Builder は、カスタムイメージを構築、テスト、デ
プロイするための自動パイプラインを提供し、イメージの作成と管理プロセスを合理化するのに役
立ちます。これにより、イメージがup-to-dateで安全で準拠していることが保証され、手動イメー
ジの作成とテストに必要な時間と労力が削減されます。

• AWS サービスとの統合: EC2 Image Builder は、Amazon Elastic Container Registry (ECR) や 
Amazon Elastic Kubernetes Service (EKS) などの他の AWS サービスと統合され、コンテナで使用
するカスタムイメージを構築できます。これにより、コンテナの構築とデプロイのプロセスを合理
化し、アプリケーション、ライブラリ、設定を含むカスタムイメージを構築できます。

• 柔軟なイメージ作成: EC2 Image Builder では、カスタムイメージを柔軟に作成できるため、イ
メージに含めるオペレーティングシステム、アプリケーション、パッケージを指定できます。これ
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により、イメージが特定のユースケースと要件に合わせて調整され、デプロイ中のエラーや非互換
性のリスクが軽減されます。

• イメージのセキュリティとコンプライアンスの向上: EC2 Image Builder を使用すると、脆弱性ス
キャンやコンプライアンススキャンなどのイメージテストを自動化して、イメージの安全性とコン
プライアンスを確保できます。これにより、セキュリティ侵害のリスクを軽減し、コンプライアン
スを向上させ、自信を持ってアプリケーションをデプロイできます。
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デプロイ戦略

アプリケーションコードを更新し、インフラストラクチャをサポートする適切なツールを選択する
ことに加えて、適切なデプロイプロセスを実装することは、完全で適切に機能するデプロイソリュー
ションの重要な部分です。アプリケーションの更新を選択するデプロイプロセスは、制御、速度、コ
スト、リスク許容度、その他の要因の望ましいバランスによって異なります。

各 AWS デプロイサービスは、いくつかのデプロイ戦略をサポートしています。このセクションで
は、デプロイソリューションで使用できる汎用デプロイ戦略の概要を説明します。

プリベーキングとブートストラップの AMIs

アプリケーションが Amazon EC2 インスタンスへのアプリケーションのカスタマイズまたはデプロ
イに大きく依存している場合は、ブートストラップとプリベーキングのプラクティスを通じてデプロ
イを最適化できます。

Amazon EC2 インスタンスが起動されるたびにアプリケーション、依存関係、またはカスタマイズ
をインストールすることは、インスタンスのブートストラップと呼ばれます。複雑なアプリケーショ
ンや大規模なダウンロードが必要な場合は、デプロイとスケーリングイベントが遅くなる可能性があ
ります。

Amazon マシンイメージ (AMI) は、インスタンスの起動に必要な情報 (オペレーティングシステム、
ストレージボリューム、アクセス許可、ソフトウェアパッケージなど) を提供します。単一の AMI か
ら複数の同一のインスタンスを起動できます。EC2 インスタンスが起動されるたびに、テンプレー
トとして使用する AMI を選択します。プリベーキングは、アプリケーションアーティファクトの大
部分を AMI に埋め込むプロセスです。

アプリケーションコンポーネントを AMI にプリベーキングすると、Amazon EC2 インスタンスの起
動と運用にかかる時間を短縮できます。プリベーキングとブートストラップのプラクティスをデプロ
イプロセス中に組み合わせて、現在の環境にカスタマイズされた新しいインスタンスをすばやく作成
できます。

ブルー/グリーンデプロイ

ブルー/グリーンデプロイは、2 つの異なる同一の環境を作成するデプロイ戦略です。1 つの環境 (青) 
が現在のアプリケーションバージョンを実行し、1 つの環境 (緑) が新しいアプリケーションバー

プリベーキングとブートストラップの AMIs 33

https://docs.aws.amazon.com/AWSEC2/latest/UserGuide/AMIs.html


AWS でのデプロイオプションの概要 AWS ホワイトペーパー

ジョンを実行しています。Blue/Green デプロイ戦略を使用すると、デプロイが失敗した場合にロー
ルバックプロセスが簡素化されるため、アプリケーションの可用性が向上し、デプロイのリスクが軽
減されます。グリーン環境でテストが完了すると、ライブアプリケーショントラフィックはグリーン
環境に転送され、ブルー環境は廃止されます。

多くの AWS デプロイサービスは、Elastic 
Beanstalk、OpsWorks、CloudFormation、CodeDeploy、Amazon ECS などのブルー/グリーンデプ
ロイ戦略をサポートしています。アプリケーションのブルー/グリーンデプロイプロセスを実装する
ための詳細と戦略については、「AWS でのブルー/グリーンデプロイ」を参照してください。

ローリングデプロイ

ローリングデプロイは、アプリケーションが実行されているインフラストラクチャを完全に置き換え
ることで、アプリケーションの以前のバージョンをアプリケーションの新しいバージョンに徐々に置
き換えるデプロイ戦略です。例えば、Amazon ECS のローリングデプロイでは、アプリケーション
の以前のバージョンを実行しているコンテナは、アプリケーションの新しいバージョンを実行してい
るコンテナと one-by-one置き換えられます。

ローリングデプロイは通常、ブルー/グリーンデプロイよりも高速ですが、ブルー/グリーンデプロイ
とは異なり、ローリングデプロイでは、古いアプリケーションバージョンと新しいアプリケーション
バージョンの間に環境分離はありません。これにより、ローリングデプロイをより迅速に完了できま
すが、デプロイが失敗した場合にリスクが増加し、ロールバックのプロセスが複雑になります。

ローリングデプロイ戦略は、ほとんどのデプロイソリューションで使用できます。CloudFormation 
を使用したローリングデプロイの詳細については CloudFormation 更新ポリシー、Amazon ECS を
使用したローリングデプロイの詳細については Amazon ECS を使用したローリング更新、Elastic 
Beanstalk を使用したローリングデプロイの詳細については Elastic Beanstalk ローリング環境設定の
更新、OpsWorks を使用したローリングデプロイの詳細については でのローリングデプロイの使用 
AWS OpsWorksを参照してください。 CloudFormation

カナリアデプロイ

Canary デプロイは、リスクを回避するブルー/グリーンデプロイ戦略の一種です。この戦略には、ト
ラフィックをアプリケーションの新しいバージョンに 2 段階的に移行する段階的なアプローチが含
まれます。最初の増分はトラフィックのごく一部で、Canary グループと呼ばれます。このグループ
は新しいバージョンをテストするために使用されます。成功すると、トラフィックは 2 回目の増分
で新しいバージョンに移行されます。
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Canary デプロイは、2 つのステップで実装することも、直線的に実装することもできます。2 ス
テップのアプローチでは、新しいアプリケーションコードがデプロイされ、トライアル用に公開され
ます。承諾すると、環境の残りの部分または線形の方法でロールアウトされます。線形アプローチで
は、すべてのトラフィックが新しいリリースに流れるまで、アプリケーションの新しいバージョンへ
のトラフィックを段階的に増やします。

インプレースデプロイ

インプレースデプロイは、インフラストラクチャコンポーネントを置き換えることなくアプリケー
ションバージョンを更新するデプロイ戦略です。インプレースデプロイでは、各コンピューティング
リソースのアプリケーションの以前のバージョンが停止し、最新のアプリケーションがインストール
され、アプリケーションの新しいバージョンが開始されて検証されます。これにより、基盤となるイ
ンフラストラクチャへの障害を最小限に抑えながら、アプリケーションのデプロイを続行できます。

インプレースデプロイでは、新しいインフラストラクチャを作成せずにアプリケーションをデプロイ
できます。ただし、アプリケーションの可用性は、これらのデプロイ中に影響を受ける可能性があり
ます。このアプローチにより、新しいリソースの作成に関連するインフラストラクチャコストと管理
オーバーヘッドも最小限に抑えられます。

CodeDeploy でのインプレースデプロイ戦略の使用の詳細については、「インプレースデプロイの概
要」を参照してください。

デプロイサービスの組み合わせ

AWS には「1 つのサイズですべてにフィットする」デプロイソリューションはありません。デプロ
イソリューションを設計する場合、どの AWS サービスが最も適切かを決定する可能性があるため、
アプリケーションの種類を考慮することが重要です。アプリケーションのプロビジョニング、設定、
デプロイ、スケーリング、モニタリングを行う完全な機能を提供するには、多くの場合、複数のデプ
ロイサービスを組み合わせる必要があります。

AWS のアプリケーションの一般的なパターンは、CloudFormation (およびその拡張機能) を使用して
汎用インフラストラクチャを管理し、より特殊なデプロイソリューションを使用してアプリケーショ
ンの更新を管理することです。コンテナ化されたアプリケーションの場合、CloudFormation を使用
してアプリケーションインフラストラクチャを作成し、Amazon ECS と Amazon EKS を使用してコ
ンテナのプロビジョニング、デプロイ、モニタリングを行うことができます。

AWS デプロイサービスは、サードパーティーのデプロイサービスと組み合わせることもできます。
これにより、組織は AWS デプロイサービスを既存の CI/CD パイプラインまたはインフラストラク
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チャ管理ソリューションに簡単に統合できます。たとえば、OpsWorks を使用してオンプレミスノー
ドと AWS ノード間の設定を同期し、CodeDeploy を完全なパイプラインの一部として多数のサード
パーティー CI/CD サービスと共に使用できます。

デプロイサービスの組み合わせ 36



AWS でのデプロイオプションの概要 AWS ホワイトペーパー

結論
AWS には、インフラストラクチャのプロビジョニングとアプリケーションのデプロイを簡素化およ
び自動化するためのツールが多数用意されています。各デプロイサービスは、アプリケーションを管
理するためのさまざまな機能を提供します。デプロイアーキテクチャを成功させるには、アプリケー
ションと組織のニーズに照らして、各サービスの利用可能な機能を評価します。
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寄稿者
本ドキュメントの寄稿者は次のとおりです。

• Manikandan Chandrasekaran、プリンシパル技術者

• Anil Nadiminti、シニアソリューションアーキテクト

• Bryant Bost、AWS ProServe コンサルタント
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詳細情報
詳細については、次を参照してください。

• AWS ホワイトペーパーページ

• AWS での DevOps の概要 - デプロイ戦略
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ドキュメントの改訂
このホワイトペーパーの更新に関する通知を受け取るには、RSS フィードにサブスクライブしてく
ださい。

変更 説明 日付

ホワイトペーパーの更新 全体で最新のデプロイサービ
スと戦略を更新

2024 年 5 月 31 日

マイナーな更新 わかりやすくするため
に、Blue/Green Deployments
セクションを改訂しました。

2021 年 4 月 8 日

ホワイトペーパーの更新 最新の サービスと機能で更新
されました。

2020 年 6 月 3 日

初版発行 ホワイトペーパーの初回発行 2015 年 3 月 1 日
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注意
お客様は、本書に記載されている情報を独自に評価する責任を負うものとします。本書は、(a) 情報
提供のみを目的とし、(b) AWS の現行製品と慣行について説明しており、これらは予告なしに変更
されることがあり、(c) AWS およびその関連会社、サプライヤー、またはライセンサーからの契約
上の義務や保証をもたらすものではありません。AWS の製品やサービスは、明示または黙示を問わ
ず、一切の保証、表明、条件なしに「現状のまま」提供されます。お客様に対する AWS の責任は 
AWS 契約によって規定されています。また、本文書は、AWS とお客様との間の契約に属するもの
ではなく、また、当該契約が本文書によって修正されることもありません。

© 2024 Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. All rights reserved.
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翻訳は機械翻訳により提供されています。提供された翻訳内容と英語版の間で齟齬、不一致または矛
盾がある場合、英語版が優先します。
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